
大槌町と震災伝承活動連携協力に関する協定を結びました

５月１５日（火）、大槌町役場で「大槌町と震災伝承活動連携協力に関する協定」調印

式が行われました。これにより、震災伝承活動や防災活動を大槌町と大槌高校が協力して

行うことが確認されました。

今後は、町文化交流施設「おしゃっち」で本校の復興研究会の活動が紹介される予定で

す。また、モニターには生徒の編集した映像も放映されます。

平野町長「大槌に誇りと愛着、自信

が持てる活動を続けて欲しい。

震災を忘れない、後世に伝えたいと

いう皆さんの思いや活動を後押しして

いきたい。」

瀬戸校長「協定を結ぶことは未来の

ため、今まで町と共に行ってきた活動

を一歩前に進めることにつながる。」

生徒会議長「多くの方に町の復興の

様子を知っていただき、震災の記憶が

薄れないよう防災のための活動を続け

たい。」


